
桑山玉洲のアトリエ―紀州三大文人画家の一人、その制作現場に迫る―展示資料目録

Ⅰ　初期の画業　―華やかなスタート―

番号 指定 名　　称 材　質 員数 時　代 所　蔵 展示替

1 蘆
ろ

間舟遊
かんしゅうゆう

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 前

2 鯉
り

魚
ぎょ

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵 前

3 鯉
り

魚
ぎょ

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 後

4 猛
もう

虎
こ

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵 後

5 渡
と

水
すい

羅
ら

漢
かん

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 安永2年(1773) 和歌山県立博物館蔵

6 旭日群鶴
きょくじつぐんかく

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 安永4年(1775) 個人蔵 前

7 牡
ぼ

丹
たん

草
そう

花
か

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

　雲
うん

岱
たい

賛
さん

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 後

Ⅱ　書画の収集とその影響　―何を集め、何を学んだのか―

番号 指定 名　　称 材　質 員数 時　代 所　蔵 展示替

8 墨
ぼく

梅
ばい

図
ず

　蔡
さい

簡
かん

筆
ひつ

紙本墨画 1幅
中国･明～清時代

(17世紀)
個人蔵 前

9 墨
ぼく

梅
ばい

図
ず

　祇
ぎ

園
おん

南
なん

海
かい

筆
ひつ

絹本墨画 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵 後

10 墨
ぼく

梅
ばい

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 前

11 墨
ぼく

梅
ばい

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画 1幅 寛政9年(1797) 個人蔵 後

12 梅
ばい

花
か

書
しょ

屋
おく

図
ず

扇
せん

面
めん

　杜
と

垣
えん

筆
ひつ

紙本金箋著色 1幅
中国･明時代
(16～17世紀)

個人蔵

13 梅
ばい

花
か

書
しょ

屋
おく

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 安永4年(1775) 個人蔵

14 牧
ぼく

童
どう

図
ず

　劉輝
りゅうき

筆
ひつ

紙本墨画淡彩 1幅
中国･清時代
(17～18世紀)

個人蔵 後

15 唐
から

子
こ

遊図
あそびず

　諸
しょ

葛
かつ

晋
しん

筆
ひつ

紙本墨画淡彩 1幅 中国･清時代(18世紀) 個人蔵 後

16 朱
しゅ

竹
ち く

図
ず

　雪
せっ

僲
せん

筆
ひつ

紙本金箋著色 1幅
中国･清時代

(17～18世紀)ヵ
個人蔵 前

17 朱
しゅ

竹
ち く

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 前

18 竹
ち く

石
せき

図
ず

　熊
ゆう

斐
ひ

筆
ひつ

絖本墨画 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 後

19 蓮
れん

実
じつ

翡
ひ

翠
すい

図
ず

　費
ひ

漢
かん

源
げん

筆
ひつ

紙本墨画 1幅 中国･清時代(18世紀) 個人蔵 前

20

書
しょ

画
が

扇
せん

面
めん

　費
ひ

令
れい

儀
ぎ

･王
おう

瑞
ずい

･鄭
てい

培
ばい

筆
ひつ

　①七
しち

言
ごん

律
りっ

詩
し

二
に

種
しゅ

書
しょ

扇
せん

面
めん

　費
ひ

令
れい

儀
ぎ

･王
おう

瑞
ずい

筆
ひつ

　②梅
ばい

竹
ち く

白
はく

頭
とう

翁
おう

図
ず

扇
せん

面
めん

　鄭
てい

培
ばい

筆
ひつ

①紙本墨書
②紙本墨画淡彩

1幅
①:中国･康煕61年(1722)
②:中国･清時代(18世紀)

個人蔵 前

21

花
か

鳥
ちょう

図
ず

　伝
でん

惲
うん

寿
じゅ

平
へい

筆
ひつ

　①竹
ち く

梅
ばい

図
ず

　伝
でん

惲
うん

寿
じゅ

平
へい

筆
ひつ

　②小禽
しょうきん

図
ず

　伝
でん

惲
うん

寿
じゅ

平
へい

筆
ひつ

絹本著色 1幅 中国･明～清時代(17世紀) 個人蔵 後

22 山
さん

水
すい

図
ず

扇
せん

面
めん

画
が

帖
じょう

　伊
い

孚
ふ

九筆
きゅうひつ

紙本墨書･
紙本墨画･

紙本墨画淡彩
1帖

②:中国･乾隆7年(1742)
⑥:中国･乾隆8年(1743)
⑧:中国･乾隆6年(1741)
その他:中国･清時代

(18世紀)

個人蔵

23 墨
ぼく

竹
ち く

図
ず

　李
り

用
よう

雲
うん

筆
ひつ

紙本墨画 1幅 中国･清時代(18世紀) 個人蔵 前

24 法
ほう

元
げん

人
じん

筆
ひつ

意
い

山
さん

水
すい

図
ず

　宋
そう

紫
し

岩
がん

筆
ひつ

紙本墨画 1幅 中国･乾隆20年(1755) 個人蔵 後

Ⅲ　アトリエの中で　―絵画制作の裏側―

番号 指定 名　　称 材　質 員数 時　代 所　蔵 展示替

25 雪
せっ

竹
ち く

図
ず

屛風
びょうぶ

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画 2曲1隻 寛政元年(1789) 個人蔵 後

26 雪
せっ

竹
ち く

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本墨画 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 前

27 秋景山水
しゅうけいさんすい

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 1幅 寛政7年(1795) 和歌山県立博物館蔵 前

28 墨
ぼく

蘭
らん

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本墨画 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 前

29 円
えん

窓
そう

桃
とう

源
げん

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本淡彩 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 後

30
書
しょ

画
が

貼
はり

交
まぜ

掛
かけ

軸
じ く

　桑山玉洲
くわやまぎょくしゅう

･桑
くわ

山
やま

君
くん

婉
えん

･桑
くわ

山
やま

曦
ぎ

亭
てい

筆
ひつ

紙本墨書･
紙本墨画

1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵



31 画
が

材
ざい

道
どう

具
ぐ

類
るい

（桑山玉洲所用
くわやまぎょくしゅうしょよう

） 一式
江戸時代

(18～19世紀)
個人蔵

32 画
が

材
ざい

道
どう

具
ぐ

（伝桑山玉洲所用
でんくわやまぎょくしゅうしょよう

） 一式
江戸時代

(18～19世紀)
個人蔵

33
印
いん

章
しょう

（桑山玉洲
くわやまぎょくしゅう

･桑
くわ

山
やま

君
くん

婉
えん

･桑
くわ

山
やま

曦
ぎ

亭
てい

･八
はっ

田
た

梅
ばい

園
えん

所
しょ

用
よう

）
石製･水晶製 23顆

江戸時代
(18～19世紀)

個人蔵

34 『元
げん

明
みん

清
しん

書
しょ

画
が

人
じん

名
めい

録
ろく

』　彭
さか

城
き

百川編
ひゃくせんへん

紙本木版墨刷 1冊 安永6年(1777) 個人蔵

35 『絵
かい

事
じ

鄙
ひ

言
げん

』　桑山玉洲著
くわやまぎょくしゅうちょ

紙本木版墨刷 1冊 寛政11年(1799) 和歌山県立図書館蔵

36 ｢鶴
かく

蹟
せき

園
えん

｣扁
へん

額
がく

　高
こう

芙
ふ

蓉
よう

筆
ひつ

板地著色 1面 江戸時代(18世紀) 個人蔵

37 箏
そう

（伝桑山玉洲所用
でんくわやまぎょくしゅうしょよう

） 木製 1面 江戸時代(18世紀) 個人蔵

38 桑
くわ

山
やま

家
け

系
けい

図
ず

紙本墨書 1巻
明治時代～現代
(19～20世紀)

個人蔵

39 桑
くわ

山
やま

家
け

過
か

去
こ

帳
ちょう

紙本墨書 1冊
明治時代～現代
(19～20世紀)

個人蔵

40 ｢桑山玉洲像
くわやまぎょくしゅうぞう

｣古
こ

写
しゃ

真
しん

写真 1葉 近代(20世紀) 個人蔵

41 義
ぎ

倉
そう

勧
かん

農
のう

口
こう

上書
じょうしょ

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨書 1巻 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵

参考1 桑
くわ

山
やま

屋
や

敷
しき

図
ず

　伝桑山玉洲筆
でんくわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 1幅
江戸時代

(18～19世紀)
和歌山県立博物館蔵

42 桑
くわ

山
やま

家
け

屋
や

敷
しき

古
こ

写
しゃ

真
しん

写真 4葉 近代(20世紀) 個人蔵

Ⅳ　アトリエを離れて　―奇勝と真景図へのまなざし―

番号 指定 名　　称 材　質 員数 時　代 所　蔵 展示替

43 △ 山
さん

水
すい

図
ず

襖
ふすま

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 8面 江戸時代(18世紀) 念誓寺蔵 前

44 △ 富
ふ

岳
がく

図
ず

襖
ふすま

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 4面 寛政7年(1795) 念誓寺蔵 前

45 △ 富
ふ

岳
がく

図
ず

襖
ふすま

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 4面 江戸時代(18世紀) 念誓寺蔵 後

46 △ 那
な

智
ち

山
さん

･熊
くま

野
の

橋
はし

柱
ぐい

巌
いわ

図
ず

屛風
びょうぶ

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 6曲1双 寛政9年(1797)ヵ 念誓寺蔵 後

47 那
な

智
ち

瀑
ばく

布
ふ

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵 前

48 富
ふ

岳
がく

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵 後

49 楼
ろう

閣
かく

山
さん

水
すい

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 1幅 江戸時代(18世紀) 護国院蔵 前

50 青
せい

山
ざん

楼
ろう

閣
かく

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵 後

51 高
こう

士
し

観
かん

瀑
ばく

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

絹本著色 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵 後

52 鉛
かな

山
やま

勝概
しょうがい

図
ず

巻
かん

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画淡彩 1巻 寛政5年(1793) 個人蔵 巻替え

Ⅴ　文人との交流　―玉洲を支えた仲間たち―

番号 指定 名　　称 材　質 員数 時　代 所　蔵 展示替

53
書
しょ

画
が

貼
はり

交
まぜ

屛風
びょうぶ

　伊
い

藤
とう

蘭
らん

嵎
ぐう

･池大雅
いけのたいが

･韓
かん

天
てん

寿
じゅ

･桑山玉洲
くわやまぎょくしゅう

ほか筆
ひつ

紙本墨書･
紙本墨画淡彩･
絹本著色など

6曲1双 江戸時代(18世紀) 宗善寺蔵
右隻:前
左隻:後

54 墨
ぼく

竹
ち く

図
ず

扇
せん

面
めん

　鶴
かく

亭
てい

筆
ひつ

紙本金箋墨画 1幅 安永3年(1774) 個人蔵

55 風
ふう

竹
ち く

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

紙本墨画 1幅 江戸時代(18世紀) 和歌山県立博物館蔵

56 山
さん

水
すい

図
ず

　桑山玉洲
くわやまぎょくしゅう

･野
の

呂
ろ

介
かい

石
せき

筆
ひつ

紙本墨画 2幅対 寛政2年(1790) 個人蔵 前

57 山
さん

水
すい

図
ず

(倪
げい

瓚
さん

詩
し

意
い

)　野
の

呂
ろ

介
かい

石
せき

筆
ひつ

紙本墨画淡彩 1幅 寛政3年(1791) 個人蔵 後

58 雪
せつ

夜
や

煎
せん

茶
ちゃ

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

　聞中浄復賛
もんちゅうじょうふくさん

紙本墨画淡彩 1幅 寛政9年(1797) 個人蔵

59 山
さん

水
すい

図
ず

　長
なが

町
まち

竹
ち く

石
せき

筆
ひつ

絹本墨画淡彩 1幅 寛政10年(1798) 個人蔵

60 菊
きく

蘭
らん

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

　川
かわ

合
い

春川
しゅんせん

･山
やま

本
もと

東
とう

籬
り

賛
さん

紙本墨画 2幅対 寛政10年(1798) 個人蔵

61 山
さん

水
すい

図
ず

　桑山玉洲筆
くわやまぎょくしゅうひつ

　菊
きく

池
ち

衡
こう

岳
がく

賛
さん

紙本墨画淡彩 1幅 江戸時代(18世紀) 個人蔵

※指定欄の｢△｣は和歌山市指定文化財であることを示します。
※展示替欄の｢前｣は4月27日～5月12日、｢後｣は5月14日～6月2日に展示予定の作品です。その他の資料は全期間展示する予定です。
※展示資料は予定です。変更される場合がありますので、あしからずご了承ください。
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